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事業事前評価表(開発調査) 
作成日：平成 18 年 5 月 1 日 

担当グループ：社会開発部第 3G 
 
1. 案件名 

フィリピン国機動性向上のための RRTS 開発実行可能性調査 
2. 協力概要 

(1) 事業の目的 

RRTS(Road Ro-Ro* Terminal System：道路交通と RORO サービスを組み合わせた交通システム)
を整備すべきルート及び、効果的な RORO ターミナルの配置を検討し、アクセス道路も含めた整

備の実行可能性について検討する(F/S)。 
(* Roll-On/Roll-Off：自動車等が自走により船舶に乗降可能なシステム) 

(2) 調査期間 

平成 18 年 7 月～平成 19 年 11 月(17 ヶ月) 

(3) 総調査費用 

約 2.3 億円 

(4) 協力相手先機関 

運輸通信省 

(5) 計画の対象(対象分野、対象規模等) 

対象分野：RRTS を構成する道路及び港湾(F/S の対象は Ro-Ro ターミナル及びアクセス道路に限る) 
対象規模：F/S の対象とする Ro-Ro ターミナルは 15 箇所程度 

3. 協力の必要性・位置付け 

(1) 現状及び問題点 

フィリピンは島嶼国家であり、その国内貨物輸送の 97％が海上交通によって支えられている。従

って、マニラ、セブ、ダバオなど主要な経済活動拠点を結ぶ海上交通網の整備が同国の社会経

済の発展に果たす役割は大きく、そのため、2002 年度から 2003 年度にかけて JICA は「全国港

湾網戦略的開発マスタープラン調査(以下、M/P)」を実施し、地域社会を支える海上交通基地と

しての港湾として、モビリティー円滑化 RORO 港湾を 54 港計画した。また、その中でも特に早期

に整備すべき港湾として、2009 年を目標年次とする初期 5 ヵ年開発計画の中で、28 港のモビリ

ティー円滑化 Ro-Ro 港湾を位置づけた。 

(2) 相手国政府国家政策上の位置づけ 

フィリピン政府は上記 M/P を受け、現行のフィリピン中期開発計画(MTPDP 2004-2010)におい

て、RORO を活用した SRNH(Strong Republic Nautical Highway)計画をインフラ分野における最

重要課題として位置づけ、その上で M/P に位置づけられた 28 港のモビリティー円滑化 Ro-Ro 港

湾について、詳細な技術的設計と費用見積もりを実施する実行可能性調査を日本政府に要請し

てきたものである。 

(3) 他国機関の関連事業との整合性 

ADB は上記 M/P を受け、パラワン・ミンダナオ地域を対象とした Intermodal Transport 
Development Project(2004-2006)を実施しており、その中でミンダナオ南西部の Bongao (Tawi 
Tawi)、Jodo (Sulu)、Sitangkai を対象とした F/S を実施している。本調査においては、ADB が F/S
の対象とした港湾を除く地域を対象とする。 

(4) 我が国援助政策との関連、JICA 国別事業実施計画上の位置づけ 

都市部と地方部のバランスのとれた開発や産業拠点を支援するための基本的交通手段の整備

に資することから、JICA 国別事業実施計画の援助重点分野「持続的成長のための経済体質の

強化及び成長制約要因の克服」として位置づけられる。 



 

 
4. 協力の枠組み 

(1) 調査項目 

• 2015 年までに開発すべき優先整備 RRTS ルートの選定 
1) フィリピンにおける社会経済条件、自然環境条件に関する情報収集・分析 
2) RRTS に関する政策・開発戦略の調査・分析 
3) 候補となる RRTS ルート及び関連する交通に関する情報収集・分析(施設、サービス、交通

量、貨物量、運営等を含む) 
4) 候補となる RRTS ルートに関する需要予測の実施 
5) 優先整備 RRTS ルートの選定 

 
• 優先整備 RRTS ルート上に整備すべきアクセス道路を含めた Ro-Ro ターミナルの選定 

1) 優先整備 RRTS ルート上の道路及び候補 RORO ターミナルに関する情報収集 
2) 候補となる RORO ターミナルに関する政策・開発戦略の調査・分析 
3) 環境社会配慮ガイドラインも踏まえた、候補 RORO ターミナルの一次評価 
4) F/S 対象 RORO ターミナルの選定 

 
• 選定された RORO ターミナルに係る F/S の実施 

1) 基本設計に必要な自然環境条件調査の実施 
2) 基本設計 
3) コスト積算 
4) 経済・財務分析 
5) 整備スキームの提案 
6) 港湾管理運営計画の策定 

 
• 全体とりまとめ・提言 

1) プロジェクト総合評価 
2) 実施計画の提案 
3) 提言 

(2) アウトプット(成果) 

• 本調査で提案した RRTS の整備に関し、RORO ターミナルの整備を軸に資金調達計画を含

めた事業実施に関する重要事項を実施計画としてまとめる 

(3) インプット(投入)：以下の投入による調査の実施 
(ａ) コンサルタント(分野／人数)  

分野 人数 分野 人数 
総括/総合交通・物流 1 構造物設計 1 
港湾計画 1 施工計画/積算 1 
需要予測/道路交通 1 港湾管理・運営/港湾財政/経済分析  1 
海運経営 1 環境社会配慮 1 
港湾土木設計 1   

 
(ｂ) その他 研修員受入れ(港湾計画／ターミナル運営 延べ 4 名程度) 

5. 協力終了後に達成が期待される目標 

(1) 提案計画の活用目標 

• 策定された RRTS 整備計画の国家計画への反映 
• 策定された実施計画に基づく事業の実施 
• RRTS の推進に関する調整メカニズムの確立 

(2) 活用による達成目標 

・整備された RRTS ルートにおけるサービスの提供 



 

6. 外部要因 

(1) 協力相手国内の事情 
(a) 政策的要因：次期 MTPDP(2011～)等における主要政策の変更 
(b) 行政的要因：整備資金の不足による整備の遅延 
(c) 社会的要因：整備ルートにおける民間事業者の不参入 

(2) 関連プロジェクトの遅れ 

• 内航海運振興計画(DSDP)に基づく NMEC(船舶整備公社)等による RORO 船調達の遅延 
• 新中期公共投資プログラム(MTPIP)に基づく DPWH による道路整備の遅延 

7. 貧困・ジェンダー・環境等への配慮(注) 
本調査は環境社会配慮ガイドライン上のカテゴリ B に分類されており、同ガイドラインに沿った調査の

実施が必要。また、フィリピン国の法令では事業規模によって採るべき環境配慮手続きが異なっており

留意が必要。 
 

港湾事業(B カテゴリ)についての EIS、IEE、IEE チェックリストの区分 
 EIS IEE IEE チェックリスト 
新設港湾 15ha.以上の埋立て 

または 25ha 以上の開発

15ha.以下の埋立て 
または 25ha 以下の開発

 
－ 

改良・拡張 5ha 以上の埋立て 
または 10ha 以上の改良

5ha 以下の埋立て 
または 1ha～10ha の改良

Ro-Ro ターミナルの場合

1ha 以下の改良 
出典：Procedural Manual for DAO 2003-30 

 
8. 過去の類似案件からの教訓の活用(注) 

• プロジェクトの選定 
プロジェクトの選定にあたっては、整備効果及び自立発展性に着目しつつ、施設の整備主体

を想定した上で、財源の確保も含めた実現可能性について留意する必要がある。 
• 関係機関との連携 

計画の策定にあたっては、中央政府、RORO 船の運航事業者、道路管理者、地元自治体

等、関連する機関による合意形成を図りながら調査を進める必要がある。 
9. 今後の評価計画 

(1) 事後評価に用いる指標 
(ａ) 活用の進捗度 

a-1: 本調査で提案したプロジェクトの全国港湾開発計画(NPPD)及び次期フィリピン中期開

発計画(MTPDP)への掲載状況 
a-2: 実施計画に基づく事業の実施状況 
a-3: RRTS の推進に関する関係機関による調整会議の開催状況 

(ｂ) 活用による達成目標の指標 
b-1: 整備されたルートの利用状況 

(2) 上記(a)および(b)を評価する方法および時期 

• フォローアップ調査によるモニタリング 
(注)調査にあたっての配慮事項 



添付資料 6： 現地議事録 
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大使館打合せ 
日時: 平成 18 年 2 月 9 日(木)9:00～10:00 
場所: 在比日本大使館 
参加者: 調査団: 石原、松永、菅野、桂田 
 大使館: 黒川書記官 
 事務所: 菊地 

打合せ概要 
• 事前調査団より、事前調査のスケジュール、I/A 案、M/M 案について説明を行い、内容を確認

するとともに大使館より以下のとおり指摘があった。 

 ロード・ローロー・ネットワークの整備に際し、港湾のセキュリティーについても念頭におい

た調査にすべき。 

 陸と海がスムーズに連結し、かつ大動脈となる重点的なルート整備により効果の出現を確

実なものとすべき。 

DOTC 打合せ(1) 
日時: 平成 18 年 2 月 9 日(木)11:00～17:00 
場所: DOTC 
参加者: 調査団: 石原、松永、菅野、桂田 
 専門家: 東(DOTC/総合交通政策) 
 DOTC: Robert R. Castanares 次官補 
  Ildefonso T. Patdu, Jr. 交通計画部長 
  Josephine B. Rayo-Bondoc, Ce, Mnsa 海上交通計画課長 
  Eleuterio C. Galvante Project Manager  
 

打合せ概要 
(1) Castanares 次官補表敬 

• 当方より本事前調査のスケジュール、概要説明を行った。 I/A の signer として

Castanares 次官補が担当することを確認、17 日(金)11:00 に開始することで合意した。  

(2) Patdu 交通計画部長表敬 

• 当方より本事前調査のスケジュール、概要説明を行った。Patdu 部長は所用があるため、

実質的な I/A の協議については、Bondoc 海上交通計画課長を中心に行うよう、指示が

あった。また、Patdu 部長に対しては明日早朝に I/A 協議を行うこととなった。 

(3) I/A 協議 

• Bondoc 海上交通計画課長、Terry 次長に対して I/A 協議を行った。当方より、I/A の詳

細を説明した後、I/A について以下のとおり加筆・修正を行うことを確認した。 

 Definition of terms  

• Access road の定義について：本調査における道路の取り扱いについて議論

を行い、関連する道路に対する調査、必要な提言等を行うものの、F/S の対象

としては DOTC 等により港湾と一体的に整備可能な Access road に限ることを

確認した。これに基づき、Access road とは RORO ターミナルと地方道以上の

道路を接続する道路であることを定義に記述した。 
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 Objective of the study 

• 対象港湾について：28 港の要請を DOTC より受けているところ、経済性、実現

可能性を鑑み当方より対象港湾数の見直しが必要であることを先方に伝えた。

DOTC 側は、28 港の対象港湾数を見直すことに同意したものの、極端に減少

させたくない旨要望があり、引き続き議論を行うことを確認した。 

• Target Year の見直しについて：今後のスケジュールを考慮すると、開発調査を

終え整備に着手するには少なくとも 2008 年前後となるため、2010 年を目標年

とするのは困難であるとの認識に至った。一方、内航海運振興計画調査にお

いて、RORO 船の整備計画を含む NMEC の事業計画の目標年次が 2015 年

であること、またフィリピンの次期 MTPDP の目標年次も 2015 年になることが

みこまれることから、本調査においても 2015 年を目標年とすることで合意、I/A
に記載することを確認した。 

• Access road の明示：Objective の 2 番目における Ro-Ro terminal が

Access road も含むことを確認し、誤解を避けるため記述することとした。 

(4) Study area 

• 調査対象地域について 

 全国の RRTS を対象とした F/S であるため、調査対象地域はフィリピン全国とする

ことを確認した。なお、ADB において、別途ミンダナオ等フィリピン南部を対象とした

Inter modal 調査を行っているため、その調査との重複を避ける必要があることを

先方に伝えたところ、ADB の調査において RORO 港湾は 3 港しか検討されておら

ず、その他のところについては調査の対象としてほしいとの希望があった。 

(5) Scope of study 

• Phase1 d)及び Phase2 c)について 

 関係者の意向については、既存の開発計画のレビューに含まれるため、あえて記

述する必要がなく、削除することとした。 

• Route について 

 Route については、双方で認識の違いが生じていたものの、本調査については、

複数の道路、港湾をつないだ一連の区間を Route と称することを確認した。なお、

最小単位である港湾と港湾をつなぐ 1 区間においても Route と称することを除外す

るものではないことを確認した。 

DOTC 打合せ(2) 
日時: 平成 18 年 2 月 10 日(金)8:30～10:30 
場所: DOTC 
参加者: 調査団 石原、松永、菅野、桂田 
 専門家 東(DOTC/総合交通政策) 
 DOTC Ildefonso T. Patdu, Jr. 交通計画部長 
  Josephine B. Rayo-Bondoc, Ce, Mnsa 海上交通計画課長 
  Eleuterio C. Galvante Project Manager 

打合せ概要 
• 昨日修正後の I/A に関して協議を行い、以下のような議論があった。 

(1) Objective of Study 

• To identify RRTS routes as target of the Study(target year 2015) を本格調査終了後
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2015 年までの期間であることを表すため、To identify priority RRTS routes for 
implementation in the medium term (target year 2015)に修正。 

• 1 において調査対象として選定されたルートであることを明確にするため、the RRTS 
routes の前に identified を挿入。 

(2) Scope of Study 

• < Phase 1> 1 のタイトルを上記 Objective of Study に一致させる。 

• <Phase 2> 2 のタイトルも上記 Objective of Study に一致させる。 

• <Phase 2> 2 c)の taking into environmental and social consideration は JICA のガイ

ドラインに沿ったものであることを明示するため environmental の前に JICA’s guideline 
for を挿入。 

• <Phase 3> 3 e)について、DOTC 側から種々の整備主体を考慮した上で、できる限り多

くの整備財源可能性を考慮してほしいという要望があり、本格調査の Inception Report
には種々の Scheme をより膨らませて記述することで合意した。 

(3) Undertakings of GOP 

• DOTC 側から 3 (5) Appropriate number of vehicles with driver については困難であり、

削除してほしいとの要望があり、調査団はこれを了承した。 

(4) Study Schedule 

• 調査期間はフィリピン側からの要請では 24 ヶ月であったが、JICA 側の提案である 18 ヶ

月について DOTC 側からこれを了承する旨の発言があった。 
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PMO-Batangas 打合せ 
日時: 平成 18 年 2 月 10 日(金)14:00～16:00 
場所: DOTC 
参加者: 調査団 石原、松永、菅野、桂田 
 PMO Victor Arellano (Manager, Port Services) 
 PCI Isao Hino (バタンガス港第Ⅱ期開発プロジェクト) 

打合せ概要 
• Port Service Manager から下記の情報提供があった。 

(1) バタンガスからの RORO ルート 

• バタンガスと結ばれる RORO ルートとしては次のものがある。 

• Calapan, Puerto Galera(Mindoro), San Jose (Occidental Mindoro), Abra de llog 
(Occidental Mindoro), Romblon, Odiongan(Romblon) 

• このうち Calapan が 85%を占めている。 

(2) バタンガス – カラパン間の RORO サービス 

• 現在、RORO は終日 22 時間、約 30 分間隔で運行されている。(1 日約 40 往復) 

• SRNH の出現により、貨物量が増加しているようである。ただし、2005 年は台風の影響

により 2004 年に比較して少し貨物量が減少した。 

• バタンガス – カラパン間には Super Cat (Ferry)も運行されている。数年前にスタートし、

そのときには 30trip/day であったが、現在は 18trip/day に減少している。(Ro-ro の増加

による) 

• RORO と Super Cat (Ferry)の比較 

                 運賃      時間      占有率 
RORO    170 peso/passenger        2 hr.   60% 
Super Cat   240 peso/passenger     45 min.      40% 

(3) 港湾統計 

• 2006 年 1 月から統計の様式が変わって、RORO と貨物船を分けると共に、貨物量と車

両台数についての統計をとるように変わった。 

• 2004 と 2005 の Shipcall, Cargo Throughput, Passengers の統計を入手 

(4) バタンガス港 

• また、PCI Mr. Hino より次の資料入手。 

 バタンガス港 Phase I(現況)のレイアウトプラン 

 バタンガス港の Phase II および将来計画平面図 

 アクセス道路現況図 

(5) その他 

• バタンガス港 Phase I, Phase II の現地視察を行った。 
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ステークホルダーミーティング 
日時: 平成 18 年 2 月 13 日(月)9:30～12:00 
場所: DOTC 
参加者: 調査団 倉科、石原、松永、菅野、桂田 
 ＰＰＡ Claro V Maranan (Assistant General Manager for Engineering) 
  Roberto Aquino (Manager, Project Study Division) 

打合せ概要 
(1) 調査内容 

• 石原団員から調査概要の説明があり、調査内容について全般的に了解された。 

(2) 調査対象港湾 

• 調査対象港湾として要請書には 28 港が記載されているが、その他の港湾についても調

査に含める可能性があることが確認された。 

• 対象港湾をしぼる意味で、現在DOTCで作成中のRORO港湾スクリーニングリストの完

成が重要である。 

• これに関連して DBP, PPA からそれぞれが検討中の港湾リストが配布された。 

• 調査対象港湾のロングリストができた段階で、ステークホルダーミーティングに提出する

こと。 

• また、本調査の対象港湾としてはその投資効率、サステナビリティを重要視して決定す

べきである。 

(3) アクセス道路および関連道路 

• 港湾関連道路として、そのアクセスや本来の Road RORO の機能を発揮させるため、道

路整備が重要であり、そのためには整備計画に関する情報が必要である。DOTC は

DPWH に対し、Projects, Mid Term Plan など整備計画をリクエスト中である。 

• DBP はミンドロ島における Calapan – Roxas(?) の道路改善が重要であることを指摘し、

Provincial RoadであるのでLGU管轄であるが、DPWHで整備できるようNational road 
への格上げを要請しているとの報告があった。 

(4) RORO 船 

• 港 湾 整 備 と 平 行 し て 、 フ ィ リ ピ ン の 船 舶 は 一 般 に 老 朽 化 し て い る の で 、 Ship 
Replacement が重要である。 RORO についても新造船、年若船購入によって拡充を

はかる必要がある。中小の会社にとっては船舶のクラスの問題で、資金調達が困難で

進行していない。 

(5) その他 

• LGU によっては JICA 調査を実施することで、JICA が建設資金を出してくれると誤解し

ている場合もあるので注意を要する。 

• DBP からはツーステップローンによる港湾整備の方法も調査に含めるよう要請があっ

た。 

• DOTC から調査実施にあたって、出席者に対し本ミッションの資料収集などの面におい

て協力依頼がなされるとともに、本格調査における各ステークホルダーの積極的参加が

要請された。 
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PPA 打合せ 
日時: 平成 18 年 2 月 13 日(月)14:00～15:00 
場所: PPA 
参加者: 調査団 倉科、石原、松永、菅野、桂田 
 ＰＰＡ Claro V Maranan (Assistant General Manager for Engineering) 
  Roberto Aquino (Manager, Project Study Division) 

打合せ概要 
• 本調査についての概要説明の後、下記の情報提供がなされた。 

(1) 現在進行中のプロジェクト 

• PPA は RORO 港湾を含む 25 港湾について事業を実施中である。(25 港湾には CPA
管理のものも含まれている。 

(2) Urgent Ro-Ro Port Development Project 

• PPA は表記についての調査を最近(2005 年)、実施したので本格調査においてこれに含

まれる港湾を顧慮してほしいという要請があった。 

(3) その他 

• マニラ港 North harbor, South harbor の視察をおこなった。 

JBIC 打合せ 
日時: 平成 18 年 2 月 13 日(月)16:00～17:30 
場所: JBIC 
参加者: 調査団 倉科、石原、松永、菅野、桂田 
 JBIC Sharon Grace Suarez  

打合せ概要 
本調査についての概要説明の後、下記の情報提供がなされた。 

• 本プロジェクトについての JBIC のスタンス 

 JBIC としてはインフラ整備にプライオリティを置いているので、RRTS も優先プロジェクトで

ある。 

• DSMP II 

 JBIC は現在 DSMP II(2007 年まで)を実施しているが、あと 70 億円が残っている。

Disbursement について JBIC としては楽観視している。 

• RORO 港湾への JBIC ローン可能性 

 JBIC の Vintage list として RRTS 用に 30 億円が計上されている。 

 港湾、船舶関連として ILAF が日本政府によってすでに Endorse されている。 

 しかし、JBIC 本部としてはこれまでの懸案事項を整理してから、次の Fact Finding 
Mission を派遣する予定で、事務所としては今年末を期待している。 

 ILAF についてはすでに LGU や民間セクターが興味を示しているといわれており、DBP は

潜在的資金利用者の調査を行っている。 

 ILAF はすべての状況がうまく進めば来年中からスタートすることになる。 

• その他 

 JBIC ローンによる Feeder Port Project が DOTC によってなされているが、これらは Non 
profitable port であり、Economic Viability のみで実施している。 
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ADB 打合せ 
日時: 平成 18 年 2 月 14 日(火)13:00～14:00 
場所: エドサシャングリラ 
参加者: 調査団 倉科、石原 
 ＡＤＢ 伊達 東南アジア局社会資本部 

協議概要 
• 事前調査団より、事前調査のスケジュール、I/A 案、M/M 案について説明を行い、内容を確認

するとともに以下のとおり意見交換を行った。 

 ADB が現在進めているインターモーダル調査は、パラワン・ミンダナオを対象にしている

が、RORO については特に貧困削減という観点から、ミンダナオ南西部で 3 港を選定して

F/S を実施している。 

 調査自体は今年終了する予定であり、2008 年頃から実際の事業を開始したいと考えてい

る。 

DOTC 打合せ(3) 
日時: 平成 18 年 2 月 14 日(火)16:00～17:30 
場所: DOTC 
参加者: 調査団 倉科、石原 
 専門家 東(DOTC/総合交通政策) 
 DOTC Ildefonso T. Patdu, Jr. 交通計画部長 
  Glenda F. David 交通計画部 
  Enrico Ferre 航空計画課 

打合せ概要 
当方の提示した M/M 案に関して協議を行い、以下のような議論があった。 

(1) ステアリングコミッティー 

• Asec の追加 

 比側より Vice Chairman として、DOTC の Assistant Secretary for Planning & 
Project Development の追加について提案があり、議論の結果追加することとなっ

た。また、ステアリングコミッティーの設置に関し、DOTC が本調査の実施機関であ

ることを確認する一文を冒頭に追加した。(DOTC is the Executing Agency for this 
JICA assisted Development Study.) 

• 保安関係の機関の追加 

 比側よりステアリングコミッティーのメンバーとして PCG(Philippine Coast Guard)
及び OTS(Office for Transportation Security)を追加してはどうかとの提案があっ

たが、Security の議論は Phase 3 まで必要がないことから、当初はメンバーとせず、

Pahse 3 に入った段階で必要に応じ DOTC が判断することとした。 

(2) その他 

• F/S 対象港湾の数について 

 Phase 3 にて F/S の対象とする港湾の数に関し、Phase 2において候補とする港湾

の数を制限するものではないことを確認したうえで、最終的には当方の提案した 15
港程度で合意した。 

• 優先ルートの選定について 

 優先ルートの選定については、整備効果及び自立発展性を重視することで合意し
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た。また Patdu 部長より、ステークホルダーミーティングで DBP が説明したルソン島

北東部のルートに関し、整備効果に加え、太平洋に面した地域であり、以前に日本

の常陸那珂港を視察した際の経験から、技術的にも整備が困難であると考えてい

るとの説明があった。 

• 署名について 

 I/A、M/M について概ね合意に達したことから、当初の予定を一日早めて 16 日木曜

日に署名を行うこととなった。 

MARINA 打合せ 
日時: 平成 18 年 2 月 15(水)10:30～12:00 
場所: MARINA 
参加者: 調査団 倉科、石原 
 MARINA 木村(専門家/内航海運行政) 
  A. Criselda B. DEL ROSARIO (運行管理課) 

打合せ概要 
• 事前調査団より、事前調査のスケジュール、I/A 案、M/M 案について説明を行うとともに、

MARINA より RRTS に関する以下の情報を得た。 

 SRNH(Western Nautical Highway)についてはルソン島－ミンドロ島は十分なサービスが

提供されているが、ミンドロ島－パナイ島において RORO 船が 2 隻しか投入されておらず、

ボトルネックになっている。 

 Central Nautical Highway については、個別に整備しても需要は期待できないが、ルソ

ン島－マスバテ島－セブ島と一連のルートが整備できれば需要が見込めると考えている。 

 MARINA としては新規航路を開拓する事業者に対して、RA9295 により当該航路に対す

る他の事業者の 5 年間の参入を禁止するなどして新規航路開発に尽力しているところで

あり、来月にはさらに新規航路を開発した事業者に対する税制優遇措置の詳細を定めた

ガイドラインも発効する予定である。 

 ロジスティクスに関しては、先月マニラに冷凍貨物用施設が整備され、日本などに向けて

生鮮食料品の出荷が開始されているところであり、その他、サンタロサ周辺の工業団地を

対象としたフード・デポを整備する計画もある。 

 NMEC に関しては、すでに DBP より 10 億ペソが出資されているが、実際に船舶を調達す

るために必要な設計作業等が着手されておらず、船舶調達に向けた努力を継続して行う

ことが重要であると考えられる。 

 MARINA が昨年定めた 132 の Missionary Route の一覧を入手した。なおこれについて

は RORO 以外のサービスも考えられ、必ずしも RORO のためのリストではないとの説明

があった。 
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DOTC 打合せ(4) 
日時: 平成 18 年 2 月 15(水)14:00～16:30 
場所: DOTC 
参加者: 調査団 倉科、石原 
 DOTC Robert R. Castanares 次官補 
  Ildefonso T. Patdu, Jr. 交通計画部長 
  Josephine B. Rayo-Bondoc, Ce, Mnsa 海上交通計画課長 
  Glenda F. David 交通計画部 
  Enrico Ferre 航空計画課 

打合せ概要 
• 前日までに議論を行った I/A、M/M について最終確認を行った。 

• また、署名者である Castanares 次官補に説明を行った。 

• その後、BONDOC 海上交通計画課長よりカウンターパート研修を要望する旨連絡があり、

Patdu 交通計画部長と議論した結果、カウンターパート研修について追記することとなった。 



添付資料 7： 現地踏査報告 
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レイテ島／サマール島の Road RORO サービスに関する 
現地調査(事前)について 

 

調査日： 2 月 14 日（火）～15 日（水） 

構成員： 松永、菅野、桂田 

行 程： 第一日: Tacloban – Palompon – Ormoc – Baybay – Hilongos – Tacloban 

 (500km+) 

 第二日: Tacloban – Kawayan – Nava - Tacloban (300km+) 

訪問先： PPA Port Management Office – Tacloban & Ormoc 

 PPA Terminal Management Office - Palompon, Baybay, Hilongos 

 LGU Kawayan, Naval 

 DPWH-Tacloban 

調査内容： 概要以下の通り。 

1. 個別専門家等による現地調査（踏査）から抜けていたレイテ島／サマール島に関する

Road RORO サービスの現状に関する現地調査(事前)を行った。なお、第一日目の行程

について、Hilongos 港以南の Bato 港、Maasin 港の調査は時間の都合により割愛し、

DOTC を通じて別途情報のみ入手することとした。 

2. PPA Base Port は、San Isidro 港、Calbayog 港、Catbalogan 港、Guluan 港、Borongan
港（以上、サマール島）、Tacloban 港、Calubian 港、Palompon 港、Ormoc 港、Baybay
港、Hilongos 港、Bato 港、Maasin 港、Liloan 港（以上、レイテ島）がある。この他、LGU
港、民間港が多数存在するとのこと。 

3. PPA では、このうち、レイテ島東部及びサマール島を PMO-Tacloban が管轄し、レイテ島

西部を PMO-Ormoc が管轄している。約 2 年前の組織変更により、従来 PMO-Tacloban
で一括管轄していた体制を二つに分割したとのこと。 

4. ルソン島南部 Sorsogon（Matnog 港）とサマール島の接続に関し、従来、PPA 港である

San Isidro 港がその機能を有していたが、現在は、Matnog 港に近接している Allen 港

（Balwharteco 港、Dapdap 港、共に民間港）にその機能を完全に奪われる形になったと

のこと。 

5. なお、サマール島西海岸沿いの道路事情に関しては、特に Catbalogan 以南の道路事情

が悪く、交通・輸送の障害となっているとのこと（Tacloban～サマール島南部の Guluan ま

での道路は整備されているとのこと）。 

6. これに関し、15日（水）に往訪したDPWH-Taclobanの計画担当によれば、同区間は既に

円借款プロジェクトとして発注に入っているとのことであり、フィリピンの大動脈である Pan 
Philippine Highway の改善が期待される。 

7. Tacloban 港は依然としてこの地域の主要港湾ながら、両島間の海峡が浅く障害も多いこ

と等から大型船舶の海上交通に適しておらず、RORO ランプは有するが Road RORO サ

ービスには適していない模様。 

8. レイテ島の Road RORO サービスに関しては、西海岸側のセブ島との接続、南部のミン

ダナオ島スリガオとの接続が今後中心になっていくと思われる。PPA 港は概ね RORO ラ

ンプを有しており、現在、Ormoc 港と Maasin 港が RORO の中心となっている。 

9. この他、PPA としては、ルソン～マスバテ～レイテ～ミンダナオに繋がる縦の接続機能強

化を考えているとのこと（SRNH-Eastern Nautical Highway に相当、Pan Philippine 
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Highway を補完）。このため、Biliran 州の RORO 機能強化に特に興味を持っているとの

こと。このため、サマール島の調査行程を Biliran 州 Kawayan 港（LGU 港、現在はバンカ

ー船のみ、PPA が深浅測量等の一次調査を実施）及び Naval 港（PPA 所有ながら LGU
に運営委託）に変更した。 

10. 二日間をかけて約 800km の道路を移動したが、全てコンクリート舗装道路（一部、アスフ

ァルト）であり、概して道路事情は良好であり、交通・輸送に関して大きな障害とはならな

い。また、円借款プロジェクトとして、先述のサマール島に加え、レイテ島南部の Liloan～

Panaon 島、Liloan～San Juan にかけての二つの道路整備も進められており、数年のう

ちには道路事情が改善され、今後の南部地域の Road RORO サービスのさらなる展開

が期待される。 

11. なお、開発の遅れていたレイテ州北部 LeyteLeyte～Biliran 州にかけての道路事情も、

Biliran 州が Leyte 州から分かれてから著しく改善されている。両州を接続する橋梁（ラン

ガー・アーチ）も英国の援助によりかけられており、レイテ島を取り巻く Road RORO サー

ビスの縦の機能強化に繋がるものと思われる。蛇足ながら、Biliran 州の政治状況に関し、

下院議員、知事、Biliran 市長、Kawayan 市長全てが Espena 一族で占められており、

RORO サービスは Kawayan 港に集約するとの決議が Biliran 州の各自治体でなされた

とのこと。 

12. 西部の Palompon 港に関しては、岸壁、エプロン、RORO ランプ等の十分な機能を有し、

可能性の高い港ながら、海運会社の船舶対応能力不足により現在は RORO サービスは

なされていない（予定船舶が他のルートに配船されてしまったとのこと、セブ島 Bogo 港と

の RORO サービス開始は未定）。 

13. レイテ島からの主要移出品はコプラ（ココナツの実を乾燥させたもの、オイル用）と米であ

り（一部砂糖）、主要な移入品はセメント、建設資材、雑貨、食品等。今後の産業育成が

同島には欠かせないが、交通ルートとしての同島の位置づけは現時点においても高いと

の印象を受けた。 

14. 後に、サマール島、マスバテ島は事情により開発の相当に遅れてきた地域であり、Pan 
Philippine Highway の機能強化と代替ルートの確保は、今後の同地域の発展に欠かせ

ないと思われる。両ルート共にレイテ島を縦断することになり、今後の実効可能性の高い

調査結果が期待される。 
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Tacloban 港 
• 日時：2 月 14 日 9:00 

• 面会者：Port Manager Winfred G. Elizalde, PPA 

• ヒアリング内容：RORO ランプは存在するものの、現在使用されていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真- 1 Tacloban 港 RORO ランプ 
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Palompon 港 
• 日時：2/14 12:00 

• 面会者：Division Manager Romulo T. Diu, PPA 

• ヒアリング内容 

• RORO ランプは存在するものの、現在使用されていない。2 年前まで、Palompon～

Bogo 間で定期サービスを行っていたとのこと（1 便／日）。 

• 現在、passenger および cargo について、Palompon～Cebu 間を木造船で 1 日 1 便、

鋼鉄船は週 1 便のサービス（距離 26mile、航行時間 5 時間）。 

• Palompon から Cebu に向けてコプラ、ココナッツを搬出、Cebu より Palompon には、

日用品、セメントが搬入されている。 

• その他、 Isabela-Danao 間に RORO サービスが存在するとの情報を得た（daily 
service 航行時間 5 時間）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真- 2 Palompon 港 RORO ランプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真- 3 Palompon 港岸壁 
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Ormoc 港 
• 日時：2/14 15:30 

• 面会者：Port manager Manuel A. Boholano, PPA 

• ヒアリング内容 

• Ormoc～Cebu 間で RORO サービスあり（1 日 3 便）。片道 2 時間。 

• Leyte 島の北に位置する Kawayan を重要港と位置づけているとのこと。 

• その他、RORO サービスの存在している港として次の情報を得た。 
Albuera～Danao 間 
Maasin～Surigao 間 
Sanjuan～Cebu 間(週 1 便) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真- 4 Ormoc 港 RORO ランプ使用状況 
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Baybay 港 
• 日時 2/14 17:30 

• 面会者：Supervisor of Port  PPA 

• ヒアリング内容 

• RORO ランプ存在するものの、RORO 船は来港していない。LCT 船が利用。 

• フェリーサービスは、400 人乗りのフェリーが週 6 便運行。 

• Tramper も運行している。Baybay から Cebu に向けてコプラ、ライスを搬出、Cebu から

は日用品、セメントを搬入。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真- 5 Baybay 港 RORO ランプ 
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Hilongos 港 
• 日時 2/14 18:40 

• 面会者：     PPA 

• ヒアリング内容 

• RORO ランプは存在するものの、RORO 船の利用はないとのこと。 

• Super Cat は、Hirongos-Cebu 間を 1 日 1 便就航。 

• フェリー船については、Hirongos-Cebu 間を 1 日朝、夕に 1 便ずつ、合計 2 便運行して

いる（いずれも 200 人乗り）。 

• Cargo 船については、Hirongos-Mandawe 間を運行。 

• 水深は 2.5m～3m。 
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Kawayan 港 
• 日時 2/15 10:00 

• 面会者：Municipal aquiculturist Andres M. Vallsiano 

           Municipal engineer Edwin B. Ambe 

           Ladislao S. Atllel  

• ヒアリング内容 

• RORO ランプなし。 

• 現在バンカー船のみ利用している状態。Kawayan-Samar、Masbate 間を運行。 

• 水深は干潮時約 1m（満潮時は約 3m）であること、埠頭幅が 2m ほどであることより、

RORO 船も含めた中規模船の使用には大幅な改善が必要。 

• Access road については、道路幅がせまいこと、線形が悪いことより、改善の必要があ

り。 
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Naval 港 
• 日時 2/15 10:00 

• 面会者： 

• ヒアリング内容 

• RORO ランプなし 

• 1 日 2 便フェリーが運航されている。 

• 干潮時には水深 2m、満潮時 3m であり、概して浅い。干潮時は対岸の町で待機。 
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添付資料 8： DOTC組織再編案 
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